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ドイツ音楽における少年合唱

一《マタイ受難曲》、《パルジファル》、《カルミナ・ブラーナ》を事例として－

井上博子

はじめに

本論文は、少年合唱')の歴史的・社会的な位置づけに目を向け、現状や課題を探るため、バッハ作

曲《マタイ受難曲》、ヴァーグナー作曲《パルジファル》、オルフ作曲《カルミナ・ブラーナ》を事例

として、ドイツ音楽における少年合唱について考察するものである。

数多くのドイツ音楽の中からこれら３作品を選んだ理由の第１は、いうまでもなく、作品の中で少

年合唱が大きな役割を担っている点である。ドイツの作曲家による作品の中で少年合唱が起用されて

いるものは、決して多いとは言えない。

理由の第２は、これら３作品の楽曲形式が、《マタイ受難曲》はオラトリオ受難曲、《パルジファ

ル》は舞台神聖祝典劇、《カルミナ・ブラーナ》は世俗カンタータというように、それぞれに異なる

ばかりでなく、各分野における代表的な作品であるという点である。《マタイ受難曲》は、受難曲に

オラトリオの要素が加わったものという意味で「オラトリオ受難曲」と呼ばれる。ＤｉｅﾉVｾﾙs放伽

GescﾉzlcﾉZjefﾙ”cjGege?z"α”のＣｈｏｒＶ、DerChorinHistorie,Oper,Oratorium,Kantateの項目には、

以下のような記述がある。

オラトリオの歴史と聖書の物語、及びカンタータの歴史との接触が、オラトリオ受難llilの特別

の形、並びに、他のオラトリオ的物語を形成することになる。その中で、バッハのクリスマスオ

ラトリオと受難曲は、その発展の頂点である。２）

《パルジファル》は、ヴァーグナーが1865年に構想を得て以来１７年後、死の前年1882年に完成させ

た最後の作品である。《カルミナ・ブラーナ》は、作曲者オルフをして、初演の成功後「今までの作

品は全て破棄して欲しい、私にとって《カルミナ・ブラーナ》が本当の出発点になる」と言わしめた

代表作である。

作品初演は、《マタイ受難曲》1727年、《パルジファル》1882年、《カルミナ・ブラーナ》1937年で

ある。これら３作品は、それぞれ、１８，１９，２０世紀のドイツ音楽を代表しており、ドイツ音楽史を

辿っているとも言える。

ヴァーグナーは、バッハのコラール《いつの日かわれ去りゆくとき、われを離れ去りたもうな

Wennicheinmalsonscheiden,soscheidenichtvonmir》（《マタイ受難曲》第２部、十字架上のイエス

が息絶えた後で歌われるコラール第62曲）に感銘を受け、その感情の上に《パルジファル》の作品全

体を構築したという。オルフは、少年時代のバッハと同じように、教会の聖歌隊で歌い、大勢の人と
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一緒に音楽を油奏することが好きだった。ヴァーグナーの音楽に強い感銘を受けて音楽の世界へと導

かれた。本論文で対象とした３人の作曲家は皆、少年時代に教会の聖歌隊を体験したり、身近に聖歌

隊が存在したりしていた。ドイツ音楽の連鎖をここに見ることができる。以上の点からこれら３作品

の選択は、ドイツ音楽において少年合唱が担った役割を探るものとして、適切なものであると考える。

1．オラトリオ受難曲《マタイ受難曲》

(1)メンデルスゾーンによる《マタイ受難曲》復活上演がもたらしたもの

うイプツイヒの聖トーマス教会は、ヨーハン・ゼバスティアン・バッハ（1685～1750）がカントー

ルを務めた教会として知られている。聖トーマス教会のカントール時代に作曲されたバッハの名作は

数多い。《マタイ受難曲》もその一つである。

《マタイ受難曲》は、1727年４月１１日に聖金曜日の晩祷で初演された。新約聖書「マタイによる福

音書」第26,27章のキリストの受難を題材にしている。聖書の言葉は福音史家とイエスを中心とした

しチタテイーヴォで進められ、群衆や弟子達の言葉は合唱で進められる。1750年にバッハが世を去っ

て以来、１８世紀後半に《マタイ受難曲》が上演されることはなかった。しかし、1829年３月１１日、２０

歳のメンデルスゾーンがベルリンのジングアカデミー・ホールで歴史的な復活上演に成功し、この上

演の盛況に引き続き、３月21日と４月１７日の２度の再演がベルリンで行われてからは、ドイツ各地で

盛んに上演されるようになった。第1曲目のコラールと、第29曲のコラールのために少年合唱を起用

するという‘慣習こそ、メンデルスゾーンによる復活上演がきっかけであった。蘇演に際しメンデルス

ゾーンは、２つのアルトのアリアと１つのアルトのレチタテイーヴオをソプラノ声部に変え、幾つか

のレチタテイーヴォやアリア、コラールを省略した。また、第62曲追悼のコラールをア・カペラにし、

第63曲ａ福音書記者のレチタテイーヴオ〈神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂けた〉の、通奏低音

のパートを弦のユニゾンに拡大するなどの改訂を行った。１００年も前の音楽を演奏するにあたり、楽

譜からでは演奏方法に不明な点が多かったことや、当時の音楽様式とは全く異なる音楽に聴衆たちが

共感を持つかどうか疑わしく、更に上演時間の長さに耐え得ないのではないかなどが、懸念されたか

らである。メンデルスゾーンは、非難も受けたが、彼の目的は楽譜の学問的再生ではなく、当時の聴

衆に対して《マタイ受難曲》という作品を生き生きと蘇らせ、バッハの偉大さを人々に知らしめると

ころにあった。その意味では、第１曲目のコラールと、第29曲目のコラールのために少年合唱を起用

するという試みは、画期的なことであったに違いない。

磯山雅著「マタイ受難曲」によると、

バッハの時代には、ソプラノは少年によって、アルトは少年もしくはカウンターテナーによっ

て歌われた。したがって、女声に合唱ソプラノを歌わせ、「リピエーノ」用に特別に少年合唱を

起用する慣習は、後世のものである。３）

とある。このコラールの重要性を磯山は次のように述べる。

このコラールは二群の合唱の報告する出来事が人間の罪を代わりに背負っての行為、すなわち

｢順罪」であることを明らかにしている。そればかりではない。その行為の主がほかならぬイエ
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スであることも、コラールはその最後にはじめて明らかにする。コラールにはすなわち、真理の

開示にあたる高い役割が委ねられているのである。

バッハはこのコラールの重要性を、自筆総譜の中で、視覚的に明示しようとした。コラール旋

律は、二つのオルガン・パートの上声部にあらわれる。バッハはその音符を、赤インクを使って、

周囲から際立たせているのである。この扱いは、以後の楽曲において聖句が受けてゆくものであ

るから、ここでコラールの音符は、聖句に匹敵する重さを与えられていることになる。従って演

奏の際にも、コラールが他の要素に対してもつ質的な差異を、聴き手が認識できるようにする必

要がある。その意味では、このコラールのためにわざわざ少年合唱団を使うという（メンデルス

ゾーンの復活上演以来定着した）慣習も、確かに効果的ではある。４）

１９世紀に、ソプラノ、アルトを女声が担当するようになった時、冒頭のコラールだけ、ボーイソプ

ラノが歌えば、女声とは全く違う音質で、清らかさの象徴としてコラールを表現することができると

考えられた。そのために、ボーイソプラノが取り入れられた。メンデルスゾーンの再演以来、少年合

唱の位置が変わったのである。ここに少年合唱の役割の変避の一例を見ることが出来る。

(2)《マタイ受難曲》における少年合唱の役割

バッハの時代、典礼音楽は少年合唱が受け持っていた。当時、女性は教会で歌うことができなかっ

たからである。言うまでもなく、ヨーロッパの少年合唱の始まりは聖歌隊であり、大聖堂や修道院は

男女が混在しない場所であったから、教会音楽は男子のみの世界で展開され、少年合唱は教会音楽と

いう土壌で育まれた。重唱の形で歌われていた教会音楽が、大人数の合唱へと移り変わり、声部数や

音域が拡大し、高音域のボーイソプラノが求められ、必要とされるようになった。日曜礼拝や晩祷な

ど、中世の礼拝音楽の伝統を受け継ぎ、教会音楽において少年合唱の位置づけは、確固たるもので

あった。《マタイ受難曲》も、当然のこととして、ソプラノもコラールも、ボーイソプラノで歌われ

ていた。バッハが楽譜に赤インクで書き記したSopranoinripienoは、追加されたソプラノ群という

ことであり、「追加された」の意味は、ソプラノのソロを少年が歌い、ソロではない追加された少年

たちが合唱を受け持つということである。メンデルスゾーンの蘇演における「少年合唱」Sopranoin

ripienoでは、女声のソプラノとは全く違う音質、質的な差異を求めて少年合唱が配された。求めら

れたのは、天から光がさしてくるような天使の歌声、天からの聯きであったのだろう。

第１部第１曲は、ホ短調、６/8拍子の壮大な前奏で始まる。１７小節目から、十字架を背負ったイエ

スが刑場ゴルゴタヘと歩む情景を混声合唱の応答が描き出す。第１合唱がKommt,ihrTOchtel;helft

mirklagen,Sehetと問いかけると第２合唱がWen？と呼応し、第１合唱のDenBrautigam,Sehtihnの

問いかけに第２合唱がWie？と呼応する。そして、バッハがその重要性を際立たせるため、赤インク

で記したコラールを少年合唱が歌い始める。

OLammGottes,unschuldig

AmStammdesKreuzesgeschlachtet，

ＡⅡzeiterfimdengeduldig，

Wiewohlduwarestverachtet，

おお神の子羊、罪なくして

十字架上にほふられた御方よ。

あなたはいつも忍耐を貫かれた、

辱めを受けたにもかかわらず。
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OJesu！

井 上 博子

あなたはすべての罪を背負ってくださった。

そうでなければ、私たちの望みは絶えたに違いない。

私たちを憐れんで下さい、

おおイエスよ”

確かにこの箇所は、少年たちが歌い始めると、成人男女の声とは全く違う音質で、目を見開かされ

るような感じがするものである。悲揃な言葉を少年たちが淡々と歌うことで、その痛ましさはより高

まり、少年の声こそ、この場に相応しいと思わせる説得力がある◎

けれども、少年合唱がコラールだけを歌うという油奏形態では、少年合唱は２曲歌うのみである。

１曲目の冒頭コラールを歌った後、１部の終曲29曲のコラールまで、身じろぎもできず、待っていな

ければならない。この待っている時間は、幼い少年や活発な少年にとっては、とても長く感じられる

ことであろう。バッハの時代の演奏形態であれば、少年たちも歌い続けなければならないわけで、退

屈している暇はなかったであろう。それでは、少年たちが《マタイ受難曲》全曲を歌うことは可能な

のだろうか。ここにテルツ少年合唱団による《マタイ受難1111》全曲演奏の例がある。

グスタフ・レオンハルトは、〈ピリオド楽器による古楽油奏運動〉を提唱し、バッハのカンタータ

全曲の液奏に取り組んだ。このＣＤ６１は、その流れを汲み、少年とカウンターテナーを声楽に起用し

ている。ソプラノＩとソプラノⅡをテルツ少年合唱団の２人の少年が歌い、女声を使わず、バッハの

時代の減奏を再現している。潔<伸びやかで明快な演奏は、聴く者の心に直接訴えかけてくる。《マ

タイ受難曲》の少年合唱は、聖トーマス教会少年合唱団のような歴史と伝統ある教会の附属聖歌隊に

よって歌われることが多いが、テルツ少年合唱団の歴史は浅く、1956年、南ドイツバート・テルツの

地で、Ｇ・シュミット＝ガーデンによって設立された。数あるマタイ受難曲演奏の中でもテルツ少年

合唱団の油奏は、特に評価が高い。磯山も、第８曲アリア《ソプラノⅡいくつかの演奏》において、

古楽系統の歌い手は、みなまっすぐな声で、透明な声で歌う。その意味で素晴らしいのは、レ

オンハルトのＣＤで歌っているテルツ少年合唱団の子どもだ。その歌は伸びやかで正確、歌心に

あふれており、大した少年がいるものだと感心させられる7’

と述べている。当時の響きを再現する試みは、作曲者の意図に近づき、当時を探る一つの手立てに違

いない。音楽は、それが生まれた時代の社会や文化と深く結びついている。その時代の社会環境や状

況を知り、少しでも当時の轡きに近づけたいとする努力は、その音楽の真の価値を理解するためには

必要不可欠なものである。《マタイ受難曲》における少年合唱は、バッハの時代と現在を連綿と繋い

できたのである。

2.舞台神聖祝典劇《パルジファル》

(1)ヴァーグナー最後の作品《パルジファル》

ドイツ音楽は18世紀に全盛期を迎え、隆盛を極めたドイツ作曲家たちの中から擾頭し、１９世紀ドイ

ツ音楽の淵権を撮ったのがリヒャルト・ヴァーグナー（1813～1883）だった。《パルジファル》は

ヴァーグナーの死の前年1882年１月３日に完成した最後の作品である。１３世紀のヴォルフラム・フォ
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ン・エッシェンバッハ作「パルツィヴァル」に題材を得てく舞台神聖祝典劇〉と名付けられ、1882年

７月26日に、バイロイト祝祭劇場において、ヘルマン・レヴイの指揮によって初演された。あらすじ

は、以下の通りである。

前奏Ilil8)が終わり、幕が上がると、キリストが最後の晩餐で使い、十字架の受難でその血を受けた

聖杯を守るモンサルヴァート城のアムフオルタス王の苦悩が明らかになる。若者パルジファルがやっ

て来る。グルネマンツは《durchMitleidwissendderreineTbr,harresein,denicherkor.》「共に悩み

て悟りゆく、純粋無垢の愚か者がいつか王と聖地を救済する」という聖杯の神託を思い出し、彼こそ、

その「魁か者」ではないかと、聖杯の儀式を見せた。しかし、パルジファルは何も理解出来ないばか

りか、自分の名前も思い出すことが出来なかった。失望したグルネマンツは、パルジファルをその場

から追い出す。

第２幕では、パルジファルは旅を続け、クリングゾルの魔法城に清く・クンドリは、クリングゾル

の命を受けてパルジファルを誘惑するが、パルジファルは、共苦に目覚めてクンドリの誘惑を退け、

クリングゾルから聖槍を奪い返す。

第３幕では、長い年月がたったある聖金曜日、パルジファルは、聖槍を持った騎士として、モンサ

ルヴァートに現れる。パルジファルが聖槍を王の脇腹に当てると、傷は癒え、聖杯を取り出すと光が

聖堂を包む。クンドリは、罪から解放される。愛と憐れみの心を持ち、聖なる騎士となったパルジ

ファルは、聖杯の儀式を受け継ぎ、守護王となる。

ヴァーグナーは当初《パルジファル》ではなく、「パルツィヴァル」の名を用いていた。1865年の

聖金剛日（４月１４日）に、国王ルートヴィヒⅡ世に「パルツィヴァル」の旺胎を瞥き送っている。

ある年の暖かく晴れた聖金暇日の神聖な気分に触発されて、私は《パルツィヴァル》を旺胎し

たのでした。それ以来、パルツィヴァルは母の胎内に宿る赤子のように、わたしの中で生き続け、

成長しているのです。聖金暇日が巡ってくるごとに、彼は一つずつ歳を重ね、わたしは彼を受胎

した日を祝っています。そしてその日に続いて、いつか彼の誕生を迎えることになるのです。９１

主人公の名前及び作品のタイトルが「パルツィヴァル」から《パルジファル》に変わったのは、

｢ファル・パルジ」が「純粋な愚か者」を意味するという説に従ったものだったが、これは誤りで、

後に、学問的に正しくないことが指摘された。

《パルジファル》の構想は20年以上暖め続けていたものであった。「コジマの日記」’0)1869年６月３

日金曜日には、台本の原泉であるヴオルフラムの『パルツィヴァルｊに関する次のような記述がある。

彼は自分の置かれた困難な状況について、苦渋に満ちた表情で語った。「自分の芸術的使命に

忠実であろうとすれば、どうしても論理的な素質は未発達のまま放置するしかない。言うなれば、

何事もなし得ないか、あるいはすべてが惨備たる結果に終わるか、どちらかだ。非の打ちどころ

のない人間になるということは、自分を完全に犠牲にするということにほかならない」・・・わ

たしは黙っていた。ルルーがいたので食卓の雰囲気は気まずいものになったが、だんだん笑いが

戻ってきた。それからまた庭に出る。リヒャルトはヴォルフラムの詩からパルツイヴァル誕生の

場而を読んでくれた。とても美しく大いに感動する。！'）
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同年７月８日木暇日には、

食後、リヒャルトはオーケストラスケッチの中からいくつか弾いて聞かせようとしたが、気分

が乗らなかった。私は《パルツイヴァル》の草稿を読もうと提案し、涙で途切れ途切れになりな

がら読んだ。崇高なるものがわれわれに及ぼす気高い浄化の力が心にしみた。リヒャルトは思い

もかけぬ展開に深い感動の面持ちで聞き入った。’2）

という記述が、更に、同年７月14日水剛日には、

父'3)は「良心の阿責」という言い方をしていたが、わたしにはひどく稚拙な表現に思える。こ

の思いは、いったいどう言い表したらよいのか。共苦Mitleidenならば、よくわかる。わたしの

胸に覆いかぶさってくるのは、共苦の思いだ。パルツイヴァルがどんなに苦しんだか、どれほど

アムフォルタスを探し求めたか、私にもわかる。一点の曇りもない喜びを手にする道は、私にも

まだ開かれているのだろうか。’4）

という記述がある。コジマの日記には頻繁に《パルジファル》に関する記述が現れ、日常生活の悩み

や苦しみが《パルツィヴァル》によって浄化され、救われているという思いが、繰り返し語られる。

1877年２月28日の日記には"vollendetenParzival"という言葉が使われているが、これは第２草稿を指

している。草稿完成の喜びを「これは祝福である、これは慰めである、これは崇高と敬虐である！－

解放された救済者！．．」‘‘DiesistSegen,diesistTYost,diesistErhabenheitundAndacht11-Der

ent企sselteErlOser1.."'５)と述べ、ヴァーグナーとこの作品に、惜しみない賛辞を送っている。《パルジ

ファル》の構想が長い時間をかけて練られ、更に日々の幕らしの中で熟成されていった過程を見るこ

とができる。

ヴァーグナーが《パルジファル》完成までに書き送ったく国王ルートヴィヒⅡ世宛の、《パルジ

ファル》に関するヴァーグナーの書簡〉には、〈舞台神聖祝典劇〉と名付け、《パルジファル》の上演

をバイロイト祝祭劇場に限定した経緯が述べられている。

1880年９月28日、シェナ

この最後の作品に関して、私はこのところあれこれと思いをめぐらし、－実のところ－良心に

かかわる疑問も頭をもたげ、上演禁止のことを真剣に考えています。私はこれまで、どれほど理

想的に構想した作品でも悉く、私の目にはひどく不道徳に写るわれわれの劇場と、その聴衆の手

に委ねなければなりませんでした。そこで私はせめて最も神聖なこの最後の作品だけでも、世の

オペラが辿りがちな運命から守った方が良いのではないかと、真剣に自問せずにはいられなく

なったのです。これがどうしても必要だということは、《パルジファル》の対象の純粋さとその

主題から、もはや疑問の余地はありません。実際、キリスト教の信仰の崇高なる神秘劇がありあ

りと描き出されている物語を、いったいどうして我が国におけるような劇場で、オペラのレパー

トリーとならべて、我が国におけるような聴衆を前にして上演することができましょうか。そん

なことが許されて良いものでしょうか。私はかりに教区委員が、これまで軽挑浮薄な作品がまか
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り通り、これからも事情は変わりそうもないその同じ舞台の上で、軽桃浮薄な作品にしか魅力を

感じないような聴衆を前にして、神聖この上ない神秘劇を上演することに異議を唱えるようなこ

とがあっても、別に気を悪くしたりはしません。この辺の事情を正確に感じ取っていたから、私

は《パルジファル》をく舞台神聖劇〉と命名したのです。それで私は《パルジファル》のために、

なんとか舞台をjiijiい清めるべく務めなくてはならないのです。そしてこれは、ひっそりと建って

いるバイロイト祝祭劇場でしか実現できません。そこでなら、未来永劫にわたって《パルジファ

ル》だけを上演しつづけることが可能です。《パルジファル》は、よその劇場で、聴衆のたんな

る楽しみのために上演されるようなことがあってはなりません。これが思い通りにいってほしい、

というのが私が心に抱いている唯一の願いですし、この願いのために私は、どんな対策を講じれ

ば私の作品がこの使命を確実に果たすことができるだろうか、という問題に頭を悩ませるように

もなったのです。１６）

ヴァーグナーは、強い思い入れを持って《パルジファル》の制作に臨んだ。この手紙の文中では

く舞台神聖劇〉となっているが、最終的にく舞台神聖祝典劇〉と命名された。

(2)《パルジファル》における少年合唱の音楽的効果

《パルジファル》の少年合唱は第１幕で登場する。ヴァーグナーが、本作品で少年合唱を起用した

最大の要因は、聖杯の動機にドレスデンアーメン'7)を用い、国王ルードウイヒⅡ世宛への書簡の中で

も「キリスト教の信仰の崇高なる神秘劇がありありと描き出されている物語」と述べているように、

我が国ではあまり馴染みがないが、キリスト教社会であれば誰もが知っている聖杯伝説という宗教的

要素を題材として《パルジファル》に高い宗教性を求めたからであろう。「コジマの日記」1877年９

月26日には、下記の記述がある。

２６日水曜日

不思議な素晴らしい１日！－最初に子どもたちと勉強した。午後、３回の３ヶ月を合計すると

いう計算問題を解く！夕方近くの午後、私はリヒャルトが励んで書いているのを見る。そして夕

方、彼は話す。（緊張した眼差し！）「だが、それは、コスマス'8)のために完成されなければなら

ない！」彼は私にオーケストラスケッチで前奏曲を演奏して聴かせた！長い、持続的な感動－彼

はそれから私に、血がワインになるという聖杯の秘蹟の行列について話す、それによって、つま

り、これに私たちは元気づけられて現世に向かうことが許される、その一方で、血へのワインの

聖変化は、私たちを現世から引き剥がす。神秘的なものと騎士的なものの前奏曲における不思議

な混合。二長調の転調は、彼にとって、愛情のこもった啓示の全世界による広がりのようであるｏ

キリストの言葉の精神的なもの、つまり、いかなる物質からも切り離されたものを実現するため

に、彼（ヴァーグナー）は声を混合させるつもりだ。「たとえば、バリトンの声は全てを物質化

する。キリストの言葉の精神的なものは、男でもなく女でもなく、言葉の最高の意味において中

性でなければならない｡」更にもっと長い時間、キリストについて話した。死の前日の福音、人

類が生み出したもっとも崇高なもの、比類のない神々しいものだ！彼はもう一度その部分を演奏

した。そこで、彼が言ったように「浄められた眼差しは曇る｡」一「後悔はなく、幸運がある」
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という言葉と共に、私は、浄められた時間の後に眠る！－リヒャルトもまた、冗談を言うように

なった、しかし、その後何度も私の涙によって私たちのテーマへと導かれた。’9）

この日、ヴァーグナーとコジマは「《パルジファル》の前奏曲」と「キリストの言葉の輔神性」に

ついて語り合った。前奏曲は変イ長調で始まるが、８９小節目からの「二長調の転調」は、「愛情のこ

もった啓示の全世界による広がり」であった。オーケストラスケッチをコジマに聴かせ、「キリスト

の言葉の霊性」を「男でもなく女でもなく、言葉の最高の意味において中性でなければならない」と

し、中性即ち少年の声で表現したいとする気持ちを話した。少年合唱の起用が見て取れることは、注

目に値する。《パルジファル》１幕岐後の少年合唱はく聖杯の動機〉で締めくくられるが、前奏曲に

抽出される動機の多くを少年たちが歌う。ここにも前奏1111と少年合唱との関連を見ることができる。

楽譜鋤'には少年合唱が歌うところはKnaben、少年合唱が歌っている場所は、ausderauBerten

HOhederKuppelと指示され、観客から姿は全く見えない。ヴァーグナーは、《パルジファル》の上

演はバイロイト祝祭劇場でのみと主張して譲らなかったが、他の劇場では構造上、少年達が歌ってい

る場所として「観客からは見えず、しかも円天井に最も近い高見から」という位置を確保し、その上

更に、バイロイト祝祭劇場に限られるような特殊な音響効果を得られる劇場は、他には決して無いと

考えていたのかもしれない。

第１幕後半、聖杯の儀式が始まる。小姓たちが持つ聖杯厨子を先頭に、アムフオルタス聖杯王が寝

台輿で運ばれてくる。王は中央の臥床におろされ、聖杯厨子が安置される。円天井中ほど高所からの

青年たちの歌声を受けて、少年たちの歌声が聯いてくる。

KNABEN（α祝sde?･α噸e測郡節ﾉzede?．Ｋ"ppel）

DerGlaubelebt；

dieT1aubeschwebt，

desHeilandsholderBote・

DerfUreuchnieβt，

desWeinsgenieβt

undnehmtvomLebensbrote！

少年たち門天井の濃高所からノ

信仰は生き；

鳩は舞いおりきたる

救世主のやさしき使いの烏よ

汝らのため血を流したまえる

主のぶどう酒をあじわい

生命のパンをとれ21）

この部分は変イ長調でく信仰の動機〉が演奏される。それまで続いていたオーケストラ演奏は合唱

の直前で終わり、ア・カペラの合唱は天からの響きという効果をあげている。合唱の終わりに弦楽器

が奏でるく信仰の動機〉が重なる。この場面を、三宅幸夫は次のように解説する。

少年たちの合唱は、歌詞にふさわしくく信仰の動機〉の模続進行（→前奏曲のＢ部分)。また

この部分が突然ア・カペッラ（無伴奏に切り換わり、バスの支えを失うのは、「白鳩は舞う（漂

う）schwebt」を表激したものとみてよい。このように騎士、若者、少年の合唱を、それぞれ音

域、声部数、位置、そして何よりも音楽のスタイルで描き分けることによって、ワーグナーは

｢信仰の硬直化」（テイトウレルも、この延長線上にある）を現実の禅きにしてみせた。型）
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歌が終わるとアムフォルタスは、ティトゥレルとの沈痛なやりとりの後、意識を失って倒れ、力尽

きた王の頭上から、姿の見えない所で歌う少年たちと青年たちのく宣託の動機〉が響いてくる。

ＫＮＡＢＥＮＵＮＤＪＵＮＧＬＩＮＧＥ，

(α“sdgγ恥ﾉze,秘'7zs'ＩＣﾉzめα'･）

《DurchMitleidwissend，

derreineTbr

harresein，

denicherkor.》

少年たちと青年たち

（高所から、鍔は見えないノ

「共に悩みて悟りゆく

純粋無垢の愚か者

かかる男を待てよかし

我の選べる者なれば」麹’

この部分はへ長調でく宣託の動機〉が油奏される。ア・カペラで油奏されるdenicherkorの箇所

から、テノールとバスの声が亜なってくる。純粋無垢の愚か者を待てという天からの宣託である。騎

士たちの言葉の後、ティトゥレルは「聖杯を開帳せよ」と命じ、少年たちは金色の厨子から水晶杯を

とりだしてアムフォルタス王の前へ置く。姿の見えない高所からのアルトとテノールを受けて、少年

たちが歌う。

KNABEN（a24sdeγ〃6ﾉze）

NehmethinmeinBlut，

nehmethinmeinenLeib，

aufdal3ihrmeingedenkt．

少年たち（高所からノ

我が血をうけよ

我が肉を取れ

我を偲ばんがために2帆

上方から一筋の光が水晶杯の上へさしかかり、水晶杯は紫光色に灼熱して四周を照らす。アムフオ

ルタス王は、聖杯を高く捧げ、パンとぶどう酒を祝福する。ティトゥレルの歌の後、４人の少年たち

は厨子を閉ざし、騎士たちにパンを分け与え、酒杯にぶどう酒を満たす。グルネマンツはパルジファ

ルを招き寄せるが、パルジファルは身をこわばらせて物も言わず、忘我の様で傍らに件むのみである。

少年たちの声が尚所から轡いてくる。

ＫＮＡＢＥＮ（α伽sdeγ砺加）

SopranundeinigeAltisten

WeinundBrotdesletztenMahles

wandelteinstderHerrdesGrales

durchdesMitleidsLiebesmacht

indasBlut,ｄａｓｅｒｖｅｒｇｏＢ，

ｉｎｄｅｎＬｅｉｂ,ｄｅｎｄａｒｅｒｂｒａｃｈｔ

少年たち偏所からノ

ソプラノと何人かのアルト

最後の聖餐のぶどう酒とパンとを

かつて聖杯の王は

同情（共悩）の愛の力を通じて

自ら流したまえる血に変え

自ら捧げられたる肉に変えたまえり251

この部分はオーケストラ伴奏があり、変ホ長調、ト音記号で記譜されたユニゾンで演奏される。こ

の後、青年たちと騎士たち、少年たちが歌う。
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KＮＡＢＥＮ（Ｕｏ"e節ﾉzeaeγKi4Ppej）

SeligmlGlauben1

井上博子

少年たち（ﾉ天井の堰高所からノ

信仰に幸あれ１２６）

グルネマンツは、パルジファルに「見たものがわかったか」と、問うが、パルジファルは首を振る。

グルネマンツは落胆して、パルジファルを大広間から追い払う。

EINEALTSTIMME（ａ２４ｓｄｅγ碗ﾉze）

《DurchMitleidwissend

derreineTbr》

１人のアルトの声（高所からノ

「共に悩みて‘悟りゆく

純粋無垢の愚か者」

KNABEN(伽鱒dcγｈ"ﾉＩＳＩ”肋ﾉle)UNDjUNGLINGE(“sder”川”J/kihe）少年たちと娠時所:からノ青年たち（Iｿ！'程のｊ３所からノ

SeligimGlauben1 信仰に幸あれ１２７）

パルジファルが追い出された後のアルトソロは、今出ていった若者が救済者であることを告げる宣

託である。アルトソロが終わると、少年たちと青年たちの声が高所からと最高所から瀞き渡る。前奏

曲では変イ長調で演奏されていたく聖杯の動機〉が、ここでは少年たちによってハ長調で歌われ、ハ

長調の主和背で清々しく締めくくられて１幕が終わる。

この聖杯の儀式の場面における少年合唱の果たす音楽的効果は大きい。少年たちの声は清らかさと

信仰の象徴であり、天からの宣託であり、聖杯の儀式を進行する。《パルジファル》の少年合唱は生

身の少年ではなく、舞台上に姿を現すことはない。少年合唱は商いところから響いてくる天使の声で

ある。天使とは、救世主の祝福を受けた御使いであり、神のお告げの代弁者であると考えられていた。

《パルジファル》の少年合唱もまた、《マタイ受難曲》と同様、天の声なのである。ヴァーグナーは、

1880年12月12日にミュンヘンで行われたルートヴィヒⅡ世のための私的な公演にあたり、《パルジ

ファル》前奏曲について、「愛一信仰一希望？」と要約する解説を書いた。その文中、ヴァーグナー

自らEngelstimmenという言葉を使っている。

前奏曲

｢愛一信仰：一希望？」

第一主題：「愛」

｢私の肉を取りなさい、私の血を受けなさい、私たちの愛のために」

（繰り返される天使の声、空中を漂って流れる）

『私の血を受けなさい、私の肉を取りなさい、私を偲んで』

（再び、こだまする天使の声が空中を漂って流れる）錫’

｢繰り返される天使の声、空中を漂って流れる」と、序文に記したヴァーグナーが少年合唱に求めた

ものは、少年の声の純粋性であったのだろう。

ヴァーグナーはライプツィヒに生まれ、諸事情から各地を転々としたが、ドレスデンのクロイツ学

校、ライプツィヒの聖ニコライ教会附属学校、そして、聖トーマス教会附属学校で学んでいる。少年
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時代は教会の聖歌隊がごく身近にあった。《パルジファル》における少年合唱の起用は、自然な成り

行きであったのかもしれない。

3．世俗カンタータ〈カルミナ・ブラーナ》

(1)ベネディクト・ボイエルン歌集「カルミナ・ブラーナ」

カール・オルフ（1895～1982）は、舞台形式による世俗カンタータ《カルミナ・ブラーナ》を１９３６

年に作曲し、1937年６月８日にフランクフルト・アム・マインの歌劇場で初演して大成功を収めた。オ

ルフがテキストとしたのは、ベネディクト・ボイエルンの修道院で1803年に発見されたCarmina

Buranaであった。ミュンヘンの南に位置するベネデイクト・ボイエルン修道院がバイエルン選帝侯

国のものとなり、国有教区教会（聖ベネディクト教会）になった時、図書室から羊皮紙の写本が発見

された。その中の歌は約300編にのぼり、中世ラテン語、古イタリア語、中高ドイツ語、古フランス

語等で書かれていた。歌詞の内容は世俗的な、時代や社会に対する風刺詩、恋の歌、酒の歌、宗教劇

などであった。書いたのはこの修道院を訪れた、ある程度の高い学識を有した学生や修道僧たちなの

ではないかと推測された。1847年に、地名に因んで『カルミナ・プラーナ」（ベネデイクト・ボイエ

ルン歌集）という題名で出版された。

1934年『カルミナ・ブラーナｊに出会ったオルフは、車輪の描かれた絵に魅了され、歌い、踊り、

合唱を用いた舞台作品の柵想を立てた。混声合唱、少年合唱、ソプラノ・テノール・バリトンのソロ

やソリ、大規模オーケストラという編成で、減奏時間は約１時間である。「楽器の伴奏を持ち、舞台

場面によって補われる独唱と合唱のための世俗的歌曲（Cantionesprofanae-cantoribusetchoris

cantandaecomitantibusinstrumentisatqueimaginibusmagicis)」という副題がついている。般初と最

後に、OFortuna（おお、運命の女神よ）という同じ合唱曲が歌われ、その間は、第１部《春に》、第

２部《居酒屋にて》、第３部《求愛》の、３つの場で柵成されている。最初と同じ大規模合唱曲が、

最後に再び繰り返されるのは「このようにして運命の輪は回り続ける」という表現なのであろう。

２５曲の演奏形態は、Ｃｏｒｏと称される合唱1４（テノールとバリトンの男声合唱３を含む)、

Coropiccoloと称される小合唱２，Corodoppioと称される二重合唱ｌ，ソプラノソロ５，バリトンソ

ロ５，テノールソロｌ、テノール・バリトン・バスのソリ１，ソプラノ・バリトン・バスのソリ１，

Ragazziと称される少年合唱２，というように配分されている。変化のある適切な配分が演奏効果を

あげているが、全体の主導権は合唱が握っている。合唱の多くはユニゾンで力強く進行している。

オルフは、ミュンヘンで音楽を学び、1914年アカデミーでの学業を終えた。1917年、ミュンヘンの

カンマーシュピーレンのカペルマイスターとなったが、兵役の招集を受け、オストフロントで激しい

砲撃に適い、塑壕で生き埋めになった。生き埋めの後遺症を克服して1919年にミュンヘンに戻り、

1923年にドロテア・ギュンターと共に、体操・音楽・舞踏のための学校を設立し、音楽の原始的な力

や形態を追求した。1930年、股初の教材集が「音楽教育作品」として刊行されたが、カルミナ・ブ

ラーナの成功後、「私にとってカルミナ・プラーナが本当の出発点になる」と述べ、それまでの作品

は全て破棄された。オルフの作品は《カルミナ・プラーナ》に始まると言われる所以である。力強く

明瞭なリズムの打楽器を多用した楽器編成と、シンプルな和声、視覚的要素を取り入れ、舞台形式に

よるカンタータとして《カルミナ・プラーナ》は誕生した。



1１４ ノド上博 ｆ・

(2)《カルミナ・ブラーナ》における少年合唱の意義

オルフは《カルミナ・ブラーナ》全25曲の中で２度、少年合唱を起川している。１５曲目のく愛の神

はいずこにも飛び来たり〉と22曲目のく楽しい季節〉である。少年合唱の部分を抜き出して考察する。

使用楽譜はショット社版291、楽譜歌詞日本語訳は、ミュンヘン留学中にカール・オルフに師事した石

井歓によるＣＤ解説皇普鋤)を、ベネデイクト・ボイエルン歌集の原詞は、アウクスプルク大学のサイ

ト３１)からのものを、歌集の訳は、筑摩書房発行全訳『カルミナ・ブラーナｊ永野藤夫訳型)を使用した。

１５曲目の「愛の神はいずこにも飛び来たり」は、恋は突然思いもかけずどこへでもやってくるとい

う意である。原典「87.恋は赤くて青い」は、１節から５節までの詩であるが、オルフはその第４節

を使用している。前半と最後の一文を少年合唱が歌い、「恋人のない女」の代弁者としてソプラノが

歌っている。恋の天使の羽ばたきのような瀞きで少年合唱が歌い始める。若い男女に突然訪れる恋の

きらめきを、天使が歌っているという設定なのであろう。般後の「それはいかにもむごい運命だ」の

フレーズは、恋のない人生はむごく色槌せたものだという恋の天使の畷きに聞こえる。第３部《求

愛》は、このようにして、ボーイソプラノで幕をあける。

カール・オルフ作曲世俗カンタータ

１５.愛の神はいずこにも飛び来たり

(少年合叫I）

AmorvolatuI1di(lue；

caplusesLlibi〔li1le

Iuvenes,ilwcncule

coniun脚lnl‘ｌｌｒｍ(Drito．

(ソプラノ）

Siquaslnesoclo，

carel()mnigiludio，

tenetnocti5

inIimnsubiIllim〔〕

cordisincustodja：

(少年合叩）

nlresamar砿訓、21.

<カルミナ・ブラーナ〉

恋は、どこへでも飛んで行く

恋は欲する荷に捉えられる

購いﾘj女が

対になるのは正しいこと

恋人のない女は

どんな楽しみもないで滴ませられる

その女は最もくらい夜を

奥深く

心の庇にしまっているのだ。

それはいかにもむごい巡命だ。

ベネデイクト・ボイエルン歌集「カルミナ・ブラーナ」

87.恋は赤くてげい

Amorvolatundiquc；

α'1)tllscsllibidiI1e・

iuwIUcsiuvencule

quc雛cｕｎｕｌｒｍｅｒｉｍＯ

S1quGSllleSOCl().

illnvGrocaretolnnigIoria；

tenetn()clisiniima

subinliIM

“r〔linis(〕ustodia．

ｓｉｃｎ１ｒ〔psilmarissima．

４.恋は方々飛び回り

粁荷は娘への恋に

取りつかれる

やがて来るものは取っておく

友人がなかったら

娘さんも喜べない

胸はふさがりとこ間の夜に

剛じ込められる

これより辛いことはない

２/2拍子、３/4拍子の、鈴が鳴るような序奏の後、少年たちが歌い始める。少年合唱の部分はア・カ

ペラで、オーケストラと少年合唱は交互に油奏される。オーケストラが3/4拍子、少年合唱が4/4拍子

のため、拍子の変化が激しい。恋の不安定さを象徴しているかのようである。

一方、２２曲目の「楽しい季節」は、混声合唱、女声合唱、男声合唱、バリトンソロ、ソプラノソロ、

少年合唱という多彩な編成である。この曲では、合唱は原典の詩の節と順番が大きく異なっている。

合唱が、乙女らや蒋者に楽しい季節だ、さあ楽しむがよいと呼びかける。それに応えてバリトンが、

恋のために身も心も燃え尽きると歌う。合唱が恋の楽しさ．辛さを説く。女声合唱は、それに同意す

るように同じ言葉を繰り返して歌う。続いてソプラノと少年合唱が、バリトンソロと同じフレーズを

歌う。女声合唱が、少年とソプラノが歌った最後のフレーズを強調するかのように重ねて歌う。続い

て男声合唱が季節によって変わる男心を歌う。春は気ままに恋に身を任せようという意味で、この曲

の岐初のフレーズ「恋に最適の季節がやってきた」に呼応する。再び、前と同じフレーズでバリトン

ソロが歌う。次々に男声合唱、女声合唱、ソプラノ、少年合唱が歌うが、同じフレーズの繰り返しで



ドイツ音楽における少年合ＩＶＩ－<マタイ受難曲》、〈パルジファル>、〈カルミナ・プラーナ〉をﾘ例として－１１５

ある。最後にバリトン、少年合唱、混声合唱の大合唱で歌い上げ、この曲が締めくくられる。２３曲目

でソプラノソロが、切々と「私のいとしい人、私のすべてをあげましょう」と歌うので、２２曲目の求

愛が成功していることがわかる。

カール・オルフ作曲世俗カンタータ〈カルミナ・ブラーナ〉
22.楽しい季節

（合叫）

'Impusestiocu1,('1,11,,lemI〕us“Iio(:,,1,(lum,類しい季節だおお乙女らよ

o,o,o,0,ovirgines,ovirgiIl《》s

modocongaudete,ｍｏ(locongaud(Pll9さあ楽しむがよい若者達よ

Vos,Vos,Vos､Vos,vO蘭iuveIles,vosiuvcnes．

oh,ｏｈ,ｏｈ，

totusI1oreo1

IamamorevirgiIMlli

totusamdeo．

、ｏｖｕｓ，Ｉ１０ｖｕｓ，ｎｏｖＵｓａｍｏｒｅｓｔ，

quopGreoquoperco,quopErco1

(合唱）

quopereoquoperco,quopcrco1

MeamcconIbrtat,ｍｅａＩｎｅｃ()nlbr1狐

pro,Pro,Pro,pro,I)roIIlisio,】)romisio，

meamedeportat,II1eamedeI〕ortat

I1e,I1e,、e,I1c,ncgatio,l1Gg皿io．

(女声）

Meamcconmortat,meaIncc(〕I1ibrt,狐

ｍｅａｍｅｄｅＩ〕ortat,ｍｅａｍｃ(leIDortat

pro,I)ro,pro,pro,proII1issi(),I〕romisio，

ne,、c,、e,、e,negatio,nI9gatio．

(ソプラノと少年合咽）

Ｏｈ,ｏｈ，oh

totusnore⑪，

iamamo応virgjnali

totusardeo

novus，ｎｏｖｕｓ，ｎｏｖｕ５ａｍｏｒｅｓｔ，

quopereo,ｑｕｏＩ》creo,quopGrco1

(女蔵）

quopereo,(IuoI〕Greo,(I11oIxprco1

(男御）

T℃mpo配brumaIi,1Gｍl)orel)nlmaIi

virWir,vir,vir,ｖｉｒＩ)atjeI1s,ｖｉｒＩ)IltjCns，

ａｍｍｏｖｃｍｎｌｉ,animovcrnali

la,la,la,Ia,lascivicIU$,IKlscivicns．

(バリトン）

OII,ｏｈ,ｏｈ，

totUSnoreo1

1amamomviIginali

totusardeo，

novus9novUS，ｎｏｖｕｓ,Klnlorcst

quopereo,quoIxpreo､ｑＵｏＩ)ｗｅ〔)！

(バリトン）

おお、おお、おお、

私の全身は燃える、

乙女への恋のために、もはや

身も心も燃え尽きるのだ。

断しい折しい恋なのだ。

乱を死ぬほど無がすのは

私を死ぬほど魚がすのは

秘が強くなるのは

約火するとき

しおれるのは

姫むとき

私が強くなるのは

しおれるのは

約束するとき

拒むとき

おお、おお、おお

私の令身は燃える

乙女への恋のために、もはや

身も心も燃え尽きるのだ

新い､新しい恋なのだ

職を死ぬほど無がすのは

私を死ぬほど魚がすのは

冬にはり)はがまんづよい

稀そよ風が吹く頃は弧ままになる

おお、おお、おお

私の全身は燃える

乙女への恋のために、もはや

身も心も燃え尽きるのだ

新い､新しい恋なのだ

私を死ぬほど無がすのは

ベネディクト・ボイエルン歌典「カルミナ・ブラーナ」
179.みんな花ざかり

'F〔Dmpus“tioclⅡｌｄｕｍ,OvifgiI,“１１.予節はよし乙女らよ

ｍｏ(locongaud心ＩＣ,vosiuvcnes1ともに宮べ若肴らよ

ｏ１ｏ１

ｌｏｔｕｓｎｏｒ(Po1

IaII1amorでｖｉ噸inaIMotusardco；

おおおお

みんな花盛り

娘恋し<焼け死にそう

ulovus,I1ovllsamorGs1,(''１()I)ereo1検すのは新しい新しい恋

'nlilmeconfbrt狐ProInissio，

ｔｕａｍｅｄ⑱Ix〕rl狐negalio．

o1o1

totusfloreo1

Iamam〔)revi“nalilotllsardeo6

4.おIWの約束は功気づけ

おIMIの拒絶は永久追放

おおおお

みんな花盛り

娘恋しく焼け死にそう

IIovus,novusamorGst,ｑｕｏＩ)eｍ《)！殺すのは新しい新しい恋

'ｍｎｐｏｍｂｎｌＩｍｌｉｖｉｒＰ狐加ns， ７．リjは冬にいためられたが

animowmalilnscMens， 祁怖はたかぶる

o1o1

tOtlIsn0rco1

IamaII10revirginalitoLusar(ＩＣＯ；

おおおお

みんな花盛り

娘恋しく焼け死にそう

novus,､()vlIsnmorcsL.qu()I〕eI･eo1殺すのは新しい新しい恋



１１６ 井上博子

(男撮）

quopereo,〔llloI)crco,quoperco1

(女)器）

MeamGcumlu(lit,mGamecumludil

vir,vir,vir,vir,ｖｉ聡iIlmas,virginilas

meamG(Iem1dit,mcamGdetrudit

sim,Ｓｉｍ,Sim,Ｓｉｍ,simplicitas,simI)Iicitns．

(ソプラノと少年合哨）

０h,０h,０１１，

totusnorm1

Iamam⑪ｍｖｉ噸inali

totusameo，

novus，ｎｏｖｕｓ，ｎｏｖｕ５ａｍｏｒｅｓｔ０

ｑｕｏＰｅｒｅｏ,qlloPer〔9(〕,qUopereo1

(女j肘）

quopereo,ｑｕｏＩ》erGo,quoperco！

私を死ぬほど魚がすのは

乱がからかわれるのは

私が処女だから

私が馬鹿にされるのは

私がうぶだから

おお、おお、おお

私の全身は蟻える

乙女への恋のために、もはや

身も心も蟻え尽きるのだ

新い､新しい恋なのだ

私を死ぬほど無がすのは

私を死ぬほど無がすのは

(合唱）

VEI1i,domicGlla,veni,domicella， おいで、恋人よ卿び塊んで

cum,cum,cum,ｃｌ１ｍ,cuIngau(lio,cumgaudco，おいで、おいで、私の‘１J愛い人

veni,veni,I)'ｌＭ１ｍ,veni,veni,I〕uIchm，もう私は死にそうだ

'ａｍ,ｌａｍ,lam,1Ｉｌｍ,lampereo,i8lIulI)Crco．

(バリトン、少年合哨、合唱）

Ｏｈ,ｏｈ,ｏｈ，

totusnomo1

lamamorevirgiIuali

tomsardco，

novus,１１⑪vus,Ilov11samorest0

qlloI)Ｇｍｏ,quopereo,quoperGo！

おお、おお、おお

私の全身は蟻える

乙女への恋のために、もはや

身も心も燃え尽きるのだ

新しい新しい恋なのだ

私を死ぬほど熊がすのは

'nlamccumluditvi1､ginitas，５.娘のお前に叫鹿にされ

ｔｕａｍｃ〔ietnl〔iiusimpncitas． 冷たくきれげっそりさ

o1o1

tolusn⑪reo1

Iamamomvirginalitotusardeo；

おおおお

みんな花盛り

娘恋しく焼け死にそう

novus,movUsamorest,ｑｕｏｐ《Prco！殺すのは新しい新しい恋

Wni,domicella,cumgaudio！８.娘きんおいで喜び持って

vcni,vCni,l)clla1iampereo1ご)@人ざんおいでもう死にそう

o1o1

totusnorPo1

Iamamorevirginalitotusardco；

おおおお

みんな花盛り

娘恋しく焼け死にそう

novus,novus&morest,ｑｕｏＩ)Ｇｍｏ！殺すのは新しい新しい恋

この曲のテーマは恋の激しさである。過激な恋の言葉をなぜ少年が歌うのかという疑問がわく。オ

ルフが少年合唱を起用した意図はどこにあるのかと考えた時、１５曲目と同様、恋のキューピット的役

割ではないかと推測される。少年の声を起用することで、客観性を持たせた。恋の当事者である成人

男女が歌うと過激で生々しすぎる言葉も、少年の声で歌うと、冷静でありながら、それでいて恋の正

当性を訴えることができる。少年の声はビブラートがなく、真っ直ぐである。歌われる内容に対して

距離を置きながら、客観的に捉えることができるという点からも、キューピットの役割として適して

いるといえる。

阿部謹也は、ボイエルン歌集「カルミナ・プラーナ」の価値を「制度化されない音楽」という立場

から、下記のように述べる。

西洋文明を担った中世の学識者たちが一方でグレゴリオ聖歌に代表される世界を創りあげなが

ら他方でカルミナ・プラーナのような歌曲を歌い、人間の本質をあらわすテーマとかかわり、民

衆の中にも入りこんでいったからこそ、ヨーロッパ文明は大きな力をもつことができたのである。

これらの曲は本来制度を担うものではあり得なかった。しかし文明という制度を遠くからではあ

るが補完する役割を果たしていたのである33)。

オルフによる世俗カンタータ《カルミナ・ブラーナ》は、中世の歌集「カルミナ・ブラーナｊを広
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く世に知らしめる役割を果たした。混声合唱、少年合唱、ソプラノ・テノール・バリトンのソロやソ

リ、オーケストラに舞台形式という大規模編成は、本作品の上演に際しては、大人から子どもまで多

くの人々が関わらざるを得ないということであり、それはひとつの社会の縮図である。少年たちが歌

う反社会的な内容も、「全てを含めて人間社会なのだ」という点からも意義深い。

おわりに

ドイツ音楽における少年合唱の役割を探ってきた。作曲者の意図や作曲までの経緯を考えれば、少

年合唱の持つ役割は、他の声で代替出来るものではない。器楽であればIqavierの指示があればピア

ノを、Cembaloの指示があればチェンバロを用いるに違いない。少年合唱のパートを《マタイ受難

曲》においてバッハはRipieno，《パルジファル》においてヴァーグナーはKnaben、《カルミナ・ブ

ラーナ》においてオルフはRagazzi」という言葉で「少年」を指定している。少年の声を求めている

のであって、児童合唱、少年少女合唱ではない。それにも拘わらず、《パルジファル》の上演に際し

ては、少年合唱パートを女声ソプラノが受け持って上演されていることが多い。

可能な限りの《パルジファル》演奏ＣＤについて調査したところ、全23ＣＤのうち、少年合唱の表

記があるものは、クーベリック指揮、バイエルン放送交響楽団、テルツ少年合唱団、少年合唱指導ケ

ルハルト・シュミット＝ガーデン（1980年）訓)とショルテイ指揮、ウィーン交響楽団、ウィーン少年

合唱団、少年合唱指導ノルベルト・バラチュ（1972年）3s)の２点だけで、多くのＣＤは、バイロイト

祝祭合唱団、ライプツイヒ放送合唱団、ベルリン放送合唱団、ベルリン国立歌劇場合唱団などの表記

のみであった。

磯山は、『｢救済」の音楽」”において、《パルジファル》演奏史として、１３のＣＤを比較している

が、磯山が比較した13のＣＤにおいても、少年合唱の表示があるものは、上記ゲオルク・ショルテイ

指揮のウィーン少年合唱団ただ１点である。

これらの演奏は、少年合唱のパートを女声で代替しているのであろうか。もしくは、少年合唱の出

番は僅かであるから、たいして重要ではないと考え、演奏者を明記していないのであろうか。ウィー

ン少年合唱団・テルツ少年合唱団が歌っているものについては、少年合唱団の名前が明記されている

のであるから、出演しているにも拘わらず、団体名を表記しなかったとは考えられない。更に、ＣＤ

を繰り返し聴いてみても少年の声とは思えない。とすると、やはり、女声合唱が歌っていると判断せ

ざるを得ないのである。αｅＭ〃S放如GeScﾉzjcﾉZte”ｄＧｅｇ”"α”のHunperdinckの項目（略伝）に

は、以下のような記述がある。

1881～82年にかけて、ヴァーグナーがイタリアに滞在していた時、フンパーデインクは、《パ

ルジファル》の少年合唱を指導した。37）

このことから、初演時は、少年合唱が出演していたと推察される。どのような理由で女声合唱が代

替しているのか、疑問が残る。一方、数多くの《マタイ受難曲》、《カルミナ・ブラーナ》のＣＤは、

殆どすべてに演奏者として少年合唱団の団体名が明記してあった。少年合唱に対する扱いに、違いが

認められる。それでは、少年合唱パートを何故女声で代替するのかというと、手近なところに《マタ

イ受難曲》や《パルジファル》の少年合唱パートを歌いこなせる少年合唱団が存在しない、上演日程
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や開催時刻の関係で少年合唱団を要請するのが難しい、などの事情も考えられるが、少年合唱を起用

するか否かの選択、判断、決定は、指揮者の考えに委ねられているに違いない。けれども、女声のソ

プラノとボーイソプラノとでは、音高は同じでも音質は全く違う。役割分担が変われば音楽的効果は

当然違ったものになるだろう。少年合唱の衰退は、バッハにせよヴァーグナーにせよ、音楽作品がそ

の当時どのような音を念頭において作曲されたかという点に重きをおくと、憂慮されるべき事態であ

ると考える。

7）

8）

本論文における「少年合唱」とは、「児童合唱」や「少年少女による合唱」を指さず、男子のみで構

成される「少年合唱」を意味する。

αｅＭ拠sjk"Gesc"c九tｅ秘”dGe9e弛めαγＺＡ"geme伽ｅＥ"zZ/脱oP“ｆｅｄｅγ〃秘s銑(=MGG).Unter

MitarbeitzahlreicherMusikforscherdesln-undAuslandes・Hrsg.v・FriedrichBlume、Elektronische

AusgabedererstenAuflage(1949-1986)．Berlin:Directmedia2001・DigitaleBibliothekBd､６０，

Humperdinck-Engelbert,ｐ,４．

磯山雅『マタイ受難曲」（東京書籍、1994)、ｐ､72．

同上、ppl34～135．

磯山雅『マタイ受難曲」（東京書籍、1994)、ppl28～129.抜粋

グスタフ・レオンハルト指揮、ラ・プテイト・バンドとその男声合唱団、テルツ少年合唱団く1989年

３月１～８日、ハールレム／ドープスヘジンデ教会で録音〉〈ＣＤ：ハルモニアムンデイ〉

磯山雅『マタイ受難曲」（東京書籍、1994)、ｐ,193．

ヴァーグナーは、《ローエングリン》以降、「序lllIOuvertUre」の代わりに「前奏曲Vbrspiel」という

名称を用いた。従来の「序曲」が、幕が上がってからの重要な動機を組み合わせて構成されているの

に対し、「前奏曲」においては作品全体と一体化した根源的なものを求めて表現した。

リヒャルト・ヴァーグナー「鳶色の本」抄訳・日本ワーグナー協会編『年間ワーグナーフォーラム

2006」杉谷恭一訳、（東海大学出版会、2006)、ｐ､11.

1869年からヴァーグナーが死を迎えた1883年迄、ヴァーグナーの妻コジマがつけていた日記。「この

ノートは子どもたちのもの、ルツェルン郊外トリープシェンにて、1869年格別の思いをこめてママよ

り、ジークフリートに捧ぐ」とある。子どもたちへ宛てて書いたものであるが、１４年間の詳細な記録

は、ヴァーグナーの後半生における創作活動や日常生活などの貴重な資料となっている。

コジマ・ヴァーグナー「コジマの日記ｌ」三光長治／池上純一／池上弘子訳、（東海大学出版会、

2007)、ｐ､201．

同上、ｐ250．

フランツ・リスト（1811~1886）ハンガリーに生まれたピアニスト、作曲家。

コジマ・ヴァーグナー「コジマの日記ｌ」三光長治／池上純一／池上弘子訳、（東海大学出版会、

2007)、ｐ､259.

1）

２）

井上博子

9）

１０）

１１）

12）

13）

14）

15）CosimaWagner:DieTklgebUcher,EditiertundkommentiertvonMartinGregoﾄDellinundDietrichMack，

２Bande,MUnchenl976/77,Ｂｄ.ｌ,Ｓ､１０３５

１６）アッテイラ・チヤンパイ／デイートマル・ホラント編「ワーグナーパルジファル」（音楽之友社、

1988）宇野道義／尾田一正訳（音楽之友社、1988)、ppl82～183.

17）日本基督教団讃美歌委員会「讃美歌」（日本基督教団出版部、1954)、讃美歌番号567,ｐ､595.
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１７世紀ドレスデン教会の礼拝で歌われ始めた「アーメン」という言葉のみによる３小節の合唱曲。

《パルジファル》では「聖杯の動機」に使用されている。

聖人コスマスとダミアヌスを祭る日、コジマの名前は聖人ｈ､Cosmasに由来すると言われる。

CosimaWagner:Ａ・ａＯ.,Ｂｄ､１，Ｓ､1072f・

使用総譜:RichardWagner，PARSIEoLL,inFullScore,NeWYbrkl986

同上、Ｒ73．

三宅幸夫／池上純一編訳、日本ワーグナー協会監修「ワーグナー・パルジフアル」（白水社、2000)、

p,34．

同上、Ｒ77．

同上、Ｒ79．

同上、PPL79～81．

同上、Ｒ81．

同上、R83

RichardWagner:SamtlicheSchriftenundDichtungen.Leipzigo.』.(19111,Ｂｄ・’2,ｓ347

使用総譜:CarlOrff，CaruminaBurana,inmlScore,Mainzl996

ズービン・メータ指揮、ロンドン・フィルハーモニー管弦楽団、ロンドン・フィルハーモニー合唱団、

サウスエンド少年合唱団く1992年、サファク州（イギリス）で録音〉〈CD:WARNERCLASSICS

BESTlOO〉WPCS-21096、解説書

http:"wwwhs-augsburg.de/~harsch/Chronologia/Lspostl3/CarminaBurana/burcmol､hｔｍｌ
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ドイツ音楽における少年合唱一《マタイ受難曲》、《パルジファル>、《カルミナ・プラーナ》を躯例として－１１９

永野藤夫訳『全訳カルミナ・ブラーナ」（筑摩普房、1990）

阿部謹也『社会史とはなにか」（筑摩書房、1989)、ｐ168．

ラファエル・クーベリック指揮、バイエルン放送交響楽団、バイエルン放送合唱団、テルツ少年合唱

団く1980年、バイエルン放送局スタジオ録音〉〈ＣＤ：ARTSARCHIVES〉

ゲオルグ・ショルティ指揮、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団、ウィーン国立歌劇場合唱団、

ウィーン少年合唱団く1971年、ゾフイエンザール〉〈CD:ユニバーサルミュージッククラシック〉

磯山雅『｢救済」の音楽」（音楽之友社、2009)、ｐｐ,324-341.

Ｄ犯〃秘s批加Gesc伽c九tｅ秘"dGege協切αγｔＡ"geme”eE7zzりんJOP“ｊｅｄｅγＭ秘Sik(=MGG)．Unter

MitarbeitzahlreicherMusikfbrscherdesln-undAuslandes、Hrsg.v・FriedrichBlume･Elektronische

AusgabedererstenAuHage(1949-1986).Berlin:Directmedia2001DigitaleBibliothekBd､60,Chor,ｐ､38.

35）

36）

37）
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DieRollederKnabench6reinderDeutschenMusik

-AmBeispielder"Matthiius-Passion",des"Parsifal"ｕｎｄｄｅｒ"Carmina-Burana-
w

lNouEHiroko

DieZahlderKnabenchOreistinJapanundaufderganzenWeltrUcklaufig・Wiesiehtesaberin

Deutschlandaus？DieserAufSatzuntersuchtdieBedeutungunddieRolledesKnabenchorsinder

DeutschenMusik・Ｉｎｄｅｒ“Matthaus-Passion”ＵｂｅｍｉｍｍｔｄｅｒＫｎａｂｅｎｃｈｏｒｄｉｅＳｔｉｍｍｅdesEngels､１ｍ

"Parsifal'，bringtderKnabenchordasSeelischederWorteChristizumAusdruck，Ｉｎｄｅｒ“Carmina-

Burana'･bringterdieObjektivitatzumAusdruck,KnabenchOrevertretenkeineanderenStimmen,Aber

oftwerdenanstattvonKnabenchOrenFrauenstimmeneingesetzt､DiesistgangigePraxis､ＤｉｅＴｂｎｈ６ｈｅ

ｄｅｒＫｎａｂｅｎｓｔｉｍｍｅｎｍａｇｍｉｔｄｅｒＴｏｎｈＯｈｅｄｅｒＦｒａｕｅｎｓｔｉｍｍｅｎＵｂｅｒｅｉｎｓｔｉｍｍｅｎＡｂｅｒｄｉｅ

ＫｎａｂｅｎｓｔｉｍｍｅｎｓｉｎｄｖｏｎｄｅｎＦｒａｕｅｎｓｔｉｍｍｅｎｑｕａｌｉｔａｔｉｖｖｅｒｓｃｈｉｅｄｅｎＷｅｎｎｉｃｈａｎden

kompositorischenHintergrunddenke，erfUnenmichdieVeriauserscheinungendesKnabenchorsmit

tieferBesorgnis．
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